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これからの熊野古道
地域の心が息づく旅へ

　
ほ
ん
の
半
世
紀
に
急
ぎ
足
で
出
来
上
が

っ
た
、
今
の
私
た
ち
の
生
活
。
そ
の
間
、

日
本
人
の
心
の
あ
り
よ
う
は
大
き
く
変
化

し
た
。
自
然
と
生
き
た
人
の
営
み
・
神
仏

の
気
配
の
残
る
熊
野
古
道
は
、
現
代
社
会

を
生
き
る
私
た
ち
に
何
か
を
語
り
か
け
る
。

古
道
の
守
人

　

優
し
い
お
顔
、
小
柄
な
観
音
石
像
が
立

ち
並
び
、
山
頂
へ
続
く
石
畳
の
道
。
熊
野

市
大
泊
町
の
集
落
に
、
江
戸
時
代
か
ら
受

け
継
が
れ
る
「
観
音
道
」
が
あ
る
。

　

手
に
お
供
え
の
コ
ハ
ナ
と
水
を
提
げ
、

石
畳
を
上
が
り
な
が
ら
掃
除
を
す
る
人
の

姿
が
あ
っ
た
。
集
落
に
住
む
向
井
弘
晏
さ

ん（
69
）だ
。
向
井
さ
ん
に
と
っ
て
観
音
道

は
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
遊
び
場
。
退
職
後

に
、
清
掃
や
案
内
の
た
め
、
こ
の
古
道
を

じ
っ
く
り
と
歩
き
は
じ
め
た
。

文
化
的
景
観
の
意
義

　
「
道
は
、
五
年
で
姿
を
変
え
ま
す
」。
紀

南
ツ
ア
ー
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ツ

ア
ー
で
、
向
井
さ
ん
は
、
放
置
さ
れ
た
古

道
と
、
人
の
手
が
入
り
続
け
た
古
道
を
写

真
で
示
す
。

　

熊
野
古
道
伊
勢
路
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ

の
道
は
、
文
化
的
景
観
の
価
値
が
認
め
ら

れ
、
世
界
遺
産
と
な
っ
た
。
文
化
的
景
観

と
は
、
人
と
自
然
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
景
観
の
こ
と
。
自
然
を

尊
重
し
た
人
の
営
み
の
中
に
生
ま
れ
た
景

観
に
は
、
文
化
的
な
意
義
も
あ
る
と
い
う

考
え
だ
。



大
泊
の
信
仰

　

観
音
信
仰
が
普
及
し
た
江
戸
時
代
、
観

音
さ
ま
を
山
頂
の
お
堂
に
持
つ
こ
の
集
落

に
、
近
在
の
多
く
の
信
者
に
よ
り
西
国

三
十
三
所
の
観
音
石
像
が
、
お
堂
ま
で
の

石
畳
に
寄
進
さ
れ
た
。
物
が
豊
か
で
な
か

っ
た
時
代
、
観
音
さ
ま
は
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
さ
れ
、
毎
日
の
参
詣
、
お
祭
り
な
ど

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　

向
井
さ
ん
は
、
お
堂
で
行
う
“
餅
ほ
り
”

が
待
ち
遠
し
か
っ
た
子
ど
も
の
頃
の
話
、

古
道
で
の
遊
び
や
道
中
の
植
物
な
ど
、
ほ

っ
と
す
る
話
で
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
。
地

域
の
人
な
ら
で
は
の
身
近
な
話
が
、
向
井

さ
ん
の
ツ
ア
ー
を
と
て
も
魅
力
的
に
し
て

い
た
。

つ
な
が
る
心

　

元
来
、
地
域
の
人
に
よ
り
守
ら
れ
て
い

た
熊
野
古

道
。
抱
え

る
問
題
の

ひ
と
つ
に

「
後
継
者

不
足
」
が

あ
る
。
産

業
、伝
統
、そ
し
て
道
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
。

人
か
ら
人
へ
引
き
継
が
な
け
れ
ば
途
絶
え

て
し
ま
わ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

観
音
道
の
ツ
ア
ー
を
担
当
す
る
向
井
さ

ん
に
、
そ
ん
な
心
配
ご
と
を
思
い
切
っ
て

聞
い
て
み
た
。
す
る
と
向
井
さ
ん
は
実
に

さ
っ
ぱ
り
と
「
あ
ま
り
気
に
は
し
て
な
い

ん
で
す
」
と
言
う
。「
地
域
に
目
を
向
け

た
と
き
、
古
道
を
歩
く
先
輩
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
今
で
は
自
然
と
自
分
が
そ
の
立

場
に
つ
き
ま
し
た
。
皆
そ
ん
な
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」。
自
分
の
地
域
が
好

き
だ
か
ら
、
で
き
る
こ
と
を
た
だ
続
け
る

だ
け　
　

。
そ
う
言
っ
て
向
井
さ
ん
は
、

観
音
道
の
崩
れ

か
け
た
お
堂
を

元
の
自
然
崇
拝

の
形
に
戻
す
、

新
た
な
願
い
を

話
し
て
く
れ
た
。

　
「
祠
を
復
活

さ
せ
る
時
は
、

手
伝
わ
せ
て
く

だ
さ
い
」と
、参

加
者
か
ら
声
が

上
が
っ
た
。

丸
山
千
枚
田
の
壮
大
な
風
景

を
眼
下
に
望
む
「
通
り
峠
」。

古
道
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
人
気
の

熊
野
古
道
だ
。
こ
の
地
域
に

住
む
杉
村
吉
保
さ
ん（
79
）と

歩
い
た
。

記
憶
の
通
り
峠

　

手
に
持
つ
の
は
竹
箒
。
杉

村
さ
ん
は
、
枯
れ
枝
や
落
ち

葉
を
掃
き
な
が
ら
石
畳
を
歩
く
。

　
「
こ
こ
は
生
活
道
や
っ
た
か
ら
、そ
う
文

献
も
残
っ
て
い
な
く
て
ね
。
私
の
す
る
話

も
口
伝
え
が
ほ
と
ん
ど
な
ん
で
す
よ
」
語

り
か
け
る
言
葉
は
あ
く
ま
で
優
し
い
。

　

通
り
峠
は
、
吉
野
方
面
へ
と
続
く
生
活

の
道
。
魚
屋
が
天
秤
棒
を
か
つ
ぎ
、
中
央

へ
と
運
ば
れ
る
炭
の
交
易
や
人
の
往
来
が

あ
っ
た
。
昭
和
五
年
頃
、
県
道
が
整
備
さ

れ
車
が
走
り
出
し
、
通
り
峠
を
歩
く
人
は

少
な
く
な
っ
た
。
今
は
杉
村
さ
ん
が
ほ
ぼ

一
人
で
古
道
の
見
ま
わ
り
役
を
務
め
る
。

　

冬
場
の
来
訪
こ
そ
少
な
い
が
、
春
か
ら

秋
、
丸
山
千
枚
田
の
絶
景
を
求
め
、
多
い

と
き
に
は
一
日
二
回
、
案
内
す
る
と
い
う
。

坂
道
を
あ
が
る
と
、
目
の
前
が
開
け
、
向

こ
う
に
か

す
か
に
海

が
見
え
る
。

こ
こ
か
ら

尾
呂
志
地

区
へ
流
れ

て
い
く
朝

霧
「
風
伝
お
ろ
し
」
が
見
渡
せ
る
と
、
う

れ
し
そ
う
に
杉
村
さ
ん
が
話
す
。
海
は
旅

人
に
安
堵
の
想
い
を
抱
か
せ
る
。
か
つ
て

こ
こ
を
歩
い
た
旅
人
も
、
立
ち
止
ま
っ
た

に
違
い
な
い
。

　

杉
村
さ
ん
は
、
幼
い
頃
、
友
だ
ち
と
キ

ン
マ
で
峠
道
を
滑
っ
て
遊
ん
だ
。
本
宮
へ

歩
く
巡
礼
の
姿
を
見
た
の
を
今
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
。「
昔
か
ら
こ
の
道
が
好
き
で

す
。
な
ぜ
か
、
こ
こ
が
大
切
な
ん
で
す
」

杉
村
さ
ん
の
静
か
な
思
い
が
、
旅
人
を
優

し
く
も
て
な
し
て
い
る
。

　

世
界
遺
産
に
な
っ
た
今
、
古
道
は
県
や

市
町
な
ど
行
政
機
関
に
よ
っ
て
、
こ
の
先

も
守
ら
れ
て
行
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
け

れ
ど
も
、
楽
し
み
の
あ
る
古
道
歩
き
、
こ

ま
や
か
な
手
入
れ
や
保
全
に
は
、
少
な
か

ら
ず
人
の
心
が
さ
さ
え
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
心
を
伝
え
る
旅
、

三
重
・
紀
南
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
。
世
界
で

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
旅
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
な
か
、
熊
野
の
個
性
を
輝
か
せ
る
、

ひ
と
つ
の
重
要
な
考
え
を
担
っ
て
い
る
。

神仏に手をあわせる。熊野古道は心で歩く道といえる。

手に竹箒。古道ですごす姿はとても自然体だ。



三重・紀南エコツーリズム通信

●
三
重
・
紀
南
に
は
、熊
野
の
自
然
の
中
で
育
ま
れ

た
独
自
の
文
化
が
残
っ
て
い
ま
す
。「
旅
」を
通

じ
て
そ
の
文
化
を
楽
し
み
、
学
び
、
大
切
に
守

っ
て
い
き
ま
す
。

●
自
然
、信
仰
、祭
、食
、技
…
…
。
現
代
の
暮
ら
し

の
中
に
豊
か
さ
を
求
め
る
人
が
集
い
、
感
動
や

喜
び
を
共
有
で
き
る
場
、「
自
然
の
一
部
に
な
る

瞬
間
」
を
提
供
し
ま
す
。

●
そ
し
て
、発
展
し
た
現
代
社
会
の
中
で
、「
自
然

の
摂
理
を
知
り
、
自
然
と
と
も
に
生
き
る
知
恵

を
求
め
る
」
こ
と
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

三重・紀南エコツーリズムが
めざすもの 理念

私
が
、
自
然
の

一
部
に
な
る
瞬と

間き

。

熊野を極めた人々が案内人を務めます。
熊野の自然と文化を
共有の財産と考え、保全します。
熊野を支える自然観と歴史観を伝えます。
熊野を通じて人々に心の豊かさを届けます。

三重・紀南
エコツーリズム
推進会
の取り組み
２０１０年５月〜１１月
実施分から抜粋

熊野を楽しむ達人の会 第51回例会（ 5 月実施）
『絶景！ 立間戸谷の滝巡り』
〜屏風滝、屏風岩を目指して新緑の中へ〜

とっておきの熊野 山村の暮らし体験講座
その二十八（ 5 月実施）
『流れ谷の山里で、茶摘みと番茶作りを楽しむ』

熊野を楽しむ達人の会 第55回例会（ 8 月実施）
『楽しく大峰を知る、一泊二日の旅』
〜大峰　釈迦ヶ岳登山と前鬼川を行く〜

熊野を楽しむ達人の会 第56回例会（ 9 月実施）
『月夜の瀞峡』
〜川舟で瀞八丁の月見を楽しむ〜

三重・紀南エコツーリズム連続講座（ 9 月〜 3 月実施）
『芳遠先生と学ぶ、熊野の歴史』（全 ₇回）
〜現代の世相と、意外と知らない郷土の出来事〜

熊野を楽しむ達人の会 第52回例会（ 5 月実施）・第57回例会（10月・11月実施）
『チャレンジ！ 瀞八丁から熊野川河口まで』
〜カヌーで漕ぎぬく、45㎞の旅〜（前編・後編、全 4回）

新緑と滝が織り成す、“とって
おきの熊野”へ出かけた一日。

手摘み、手揉みの番茶で熊野の初夏の営みを楽しむ。

熊野について学ぶと同時に歴史から通ずる現代社会に
ついて考える。

源助滝

長距離を漕ぎぬく達成感、そして変化する
川景色の魅力をたっぷり味わう。

太古から残る山々と渓流を
訪れ、1300年の歴史ある宿
坊のご当主と懇談する。

普段訪れることの
無い空間で、絶え
間なく続く自然の
営みを感じられる、
特別なお月見へ。

先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
古
道
は
、

熊
野
の
豊
か
さ
そ
の
も
の

�
熊
野
古
道
語
り
部
友
の
会
会
長
　
花
尻
　
薫
さ
ん
　

　
ま
だ
、
熊
野
古
道
と
い
う
名

が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
昭
和

52
年（
１
９
７
７
）頃
、
花
尻
さ

ん
は
古
道
保
存
の
た
め
、
体
を

張
っ
て
そ
の
価
値
を
唱
え
て
き

た
一
人
。
仲
間
と
一
緒
に
道
の
整
備
や
案
内
板
を
手
づ

く
り
で
設
置
。
そ
の
中
に
は
、
花
尻
さ
ん
が
尊
敬
す
る

民
俗
学
者
岡
本
実
先
生
や
平
八
洲
史
先
生
の
姿
も
あ
っ

た
。
世
界
遺
産
登
録
後
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
、
熊

野
に
あ
こ
が
れ
を
抱
く
人
々
が
大
勢
訪
れ
る
今
、
地
域

の
人
に
こ
そ
、
そ
の
価
値
に
も
っ
と
気
付
い
て
ほ
し
い

と
願
う
。

　「
熊
野
の
魅
力
に
少
し
で
も
気
付
い
た
若
い
人
達
に

も
、古
道
の
姿
を
勉
強
し
て
も
ら
い
、国
内
問
わ
ず
外
国

に
も
呼
び
か
け
て
欲
し
い
。
私
た
ち
の
力
の
及
ば
な
い

と
こ
ろ
ま
で
も
、
心
を
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。」

　
花
尻
さ
ん
は
熊
野
古
道
を
地
域
に
き
ち
ん
と
残
し
て

い
こ
う
と
自
ら
歩
き
続
け
る
。そ
の
活
動
は
、熊
野
に
生

き
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
を
担
っ
て
い
る
。



三重・紀南エコツーリズム通信 Vol.10

ツアーや催し物の案内をご希望の方は、下記の問い合わせ先に連絡をお願いいたします。
◦メールでの案内を希望の方は、お名前とメールアドレスを　◦お手紙を希望の方は、お名前とご住所、電話番号をお知らせください。

2011年3月発行

紀南ツアーデザインセンターで、
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畑中伊紀 陶展
2010.4.29〜5.6

温暖な御浜町で工房馬
うま

明
め

窯
がま

を持つ畑中
伊紀さんの作品展です。五年半の修行
後は、地元でやきものを作り続けるこ
とにこだわっておられる畑中さん。普
段使いの器に加え、畑中さんの若さと

創作世界を見る
ことができるオ
ブジェを庭一面
に展示しました。

■開田風童展 2010.7.17〜7.19 ■ことのは書家 須藤花月 こころの書展 in KUMANO 2010.9.2〜2010.9.8

南の海の町 熊野コンサート
2010.9.19

日本のコカリナ（楽器）第一人者の黒坂
黒太郎さんとボーカリストで和歌山県
新宮市出身の矢口周美さんのコンサー
トを開きました。矢口さんの故郷への
想い、全国各地で地球環境や平和、生

活をテーマにした
演奏活動を行って
いるお二人の暖か
い楽曲に心の休ま
るひとときでした。

南秀明 木工展
2010.10.2〜2010.10.17

熊野の山深い里、
神川町で、工房を
営む南秀明さんの
工芸品をご紹介し
ました。会場では
南さんにお話を聞き、手にとってゆっ
くり見ていただきました。こだわりの
吉野杉の材や仕上げの漆、木肌に残る
カンナの表情に、職人技をしっかり感
じる空間でした。

紀南地域の自然や歴史、文化を題材にしたさまざまな企画の他、地域で
活動されている作家さんの紹介をしております。
作り手の方や、生み出される道具・作品を身近に感じてみてください。
展示を通して熊野の暮らしを楽しんでいただけたら幸いです。

メッセージ
　紀南ツアーデザインセンターがスタートして 6年 9 ヶ月が経ちました。この間には、「三重・紀南エ
コツーリズムがめざすもの」という理念の下に、熊野を楽しんでいただけるような約200本のエコツア
ーや講座、室内展示などを実施してきました。
　企画には、それぞれ、この紀南地域の方々にガイドや講師として参加していただいています。皆さん
から提案をいただき、企画の段階からスタッフと共に考えてエコツアーを実施しています。
　お客様が、地域の案内人を通じてよりいっそう熊野の良さを体験し、感動することで、心の豊かさ・
人の繋がりを大切に感じられる企画にしたいという願いをこめています。
　紀南ツアーデザインセンターは、まだまだ成長過程の真っ只中です。そして、熊野の豊かで個性ある
すばらしい資源をまだまだ発掘中です。
　この地域に暮らす方々と一緒に資源を発掘して、楽しみながら伝え残していきたいという思いを日々
持ち続けています。
　紀南ツアーデザインセンター、三重・紀南エコツーリズムに興味がある方は、どうぞ一度遊びにいら
してください。そして一緒に熊野の魅力を探ってみましょう。

本パンフレットは大豆油
インキで印刷しています

古紙配合率70％再生紙を
使用しています


